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Ｗ,ＢＹｅａｔｓの“aterriblebeauty'，
～｢イースター1916｣－
'１１１１」長子
Ｗ、Ｂ・Yeatsは］865ｲ1{にアイルランドの~首部ダブリンで′|くまれた。、'1時ア
イルランドはイギリスの統治卜にあった。Wiuie（-r供Ⅱｷ代のYeatsの愛称）
は家族のり|っ越しに１１くいiluljlアイルランドとイギリスの'''1を行き来しながら成
長した。つまりイギリスと独立前のアイルランドという２カ回のバイカルチャー
として育った。Yeatsの心はいつも２つのlIilの''3を孫れ動いていた。２つのｌＴｉｌ
は地lll1的に迷うだけでなく氏族も違っていた。習M1(や伝統，宗教やlE1氏性，物
の考え方や感じ〃，絲済状態，－部言葉なども違う環境であった。そんな畷境
のlllでバイカルチャーとして成反したのである。祖先がイギリスからきたので
A11glo-Irishと呼ばれている。
彼は「[1伝」の''１で子供'１$代のことを回想して，学校にj1,つたのは]{にイギ
リスのロンドンだったので父１Ｊの故郷であるアイルランドのスライゴー地力で
話されている〃筒（ゲール語）にはそれほど通じていなかったと蒜っている。
多少読めてもその発育はゲール語の先fliMacDonaghが笑いlllだすほどであっ
たそうだ。だから趣ｲｲがアイルランドのものでも詩作や読み杏きば英語'''心で
あった。
11M魁のアイルランドを求めて独立運動に参加したり，独特の１１｢き111き伝統に
培われたアイルランド文学を|V輿するﾌﾟこめの「アイルランド文選復興」迎勁を
Ⅱ|:巡するときなどゲール譜に不｢1111なこともあり一抹の/卜安や寂しさ，言葉に
できない不'１１斐なさを感じていたそうである。小さく弱く独立できないｲIⅡI1ア
イルランドに憐柵と愛情を感じ，反対にイギリスに愛悩の入り交じった複雑な
敵対心を抱き，（詞Jiしたいという気持ちもを１１１１さえきれず，ＪＷｉをはらんだ板
挟み状態にYeatsはiViまれていた。そして''１粋のアイルランド人ではなく
Anglo・Irishであることに心を痛め，腹を立て，ｎ分を悩むのであった。「わ
が作品のための総括的序文」の''１で彼は次のように述べている。
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…レッキーがその『’八'１１:紀アイルランド』の同頭でいっているように，
アイルランド人ほどに大きな辺１１；を受けてきたｌＥｌ民はどこにもいないし，
その迫害は現代に至るまでやむことはなかった。そういう過去が常に身内
に生ている我々の憎しみにｌｌｌｉ敵するような'１９しみは，どこの国民のなかに
も見当たるまい。ＩＭＩしみが私の人'１{をiljし，梢しみに適切な表現をLjえな
かったということでlLl分の女々しさを｣|:難するようなときもままある。漂
泊の農民詩人の'二]を((lりてそれをｶﾞﾊﾞるくらいでは足りないのだ。…私の家
族の名前はすべてイギリス名Iiiiであり，私は'１分の魂をシェークスピア，
スペンサー，ブレイク，おそらくはウィリアム・モリスに負うており，ま
た英語によって考え，しゃべり，ｉＩ１いていることを，私が愛する６のいっ
さいは英語を皿じて私のもとに１，１Iいたものであることを。かくて，私の僻
怨は愛を伴って私を苦しめ，私の愛は|牌しみを伴って私をさいなむ。
（ijlIlifl11界文学大系７１イエーツエリオットオーデンｐ、139）
2つの国の狭間でゆらぐ気持ちに｝ｉら勝つためにもWillieは誰にも負けない
強い愛国心と情熱，思慮深い強烈な想像ﾉﾉとすぐれた文学作品で対抗しようと
したのである。そのためにアイルランド｜ﾆｲ`↑の降'''1術を追求したり，英雄伝説
や神話やおとぎ話に氏族の歴史を探り，Gregory婦人とともに各地区に残る
古く美しい物語を記録保存し，汁にill:き，劇にしてLiijiしたのである。
Ｌ|：まれた圧1と育った'11という２つの故郷をWillieは同じ程度に愛していた
のだろうか。ロンドンという１M代｢1りな人郁会をWiuieは機械又1ﾘjにiiIj染され
たⅢ｢として嫌っていた。
Ｔｈｅｌ８８０ｓａｎｄ９０ｓｗｃ1℃ａl)erio〔ＩＣ「ａｌ･tisticl･eactionagainstthegl･ｏｗ‐
ingdomillallceofsciclltilic〔llldlllilitariallthinkinginallareasofli[e，
ｂｒｏｕｇｈｔａｂｏｕｔｂｖｔｌｌｅｓｕｃｃｅｓｓｃｓｏｆｉlldustrialalldcolnmercialcapitaL 
ismonaglobalscale,ｗｈｉｃｈｈａｄｌｅｄｏ［whatYeats，sgenerationsawas 
themechanisationofsocialli【e，ｔｈｅ（lcbaselnentofculture，ａｎｄｈｅ
ｇｒｏｗｔｈｏｆａｄｅｍｏｃｒｆｌｃｙｏ［ｔｈｅｌｏｗｅｓｔｃ(Dmmolldillomillator． 
（StilllSIIlith；１１（〃・ＹａＪ/s・MacmilIan,1990,ｐ､３０）
ロンドンのH11は学:校での孤独，滞輔など嫌な!』い''１が詰まっており，家族のfＩ
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困やごたごたなど子供のIrjの不幸が思い出され嫌いであった。妻のGeorgeが
言うにはYeatsはロンドンにいるといつも頭痛に悩まされていたそうだ。
反対に両親の111身地スライゴーはWillieにとって心の故郷であり，自分を
解放し'÷ll11にしてくれる唯一の場所であった。またそこはWiUieにとってミュー
ズの住む地でもあった。
恋をし，文学や政治の活動，オカルト研究等に情熱を燃やし，激論を友情に
深めあうのはダブリンであった。人々は素朴で貧しいが人情深く古代からの伝
統である勇気と自己犠牲の精神に恵まれていた。自然の豊かな汚れない緑野の
アイルランドをWillieはこの上なく愛し，安住の地とし，この地の独立と再
興のため，生涯をかけて尽力したのである。
Ｉｗｉｌｌａｒｉｓｅａｎｄｇｏｎｏｗ,ａｎｄｇｏｔｏｌｌｍｉｓｆｒｅｅ， 
Ａｎｄａｓｍａｌｌｃａｂｉｎｂｕｉｌｄｔｈｅｒｅ,ｏｆｃｌａｙａｎｄｗａｔｔｌｅｓｍａｄｅ： 
Ｎｉｎｅｂｅａｎ－ｒｏｗｓｗｉＵｌｈａｖｅｔｈｅｒｅ,ａｈｉｖｅｆｏｒｔｈｅｈｏｎｅｙ－ｂｅｅ， 
Ａｎｄｌｉｖｅａｌｏｎｅｍｔｈｅｂｅｅ－ｌｏｕｄｇｌａｄｅ． 
Ａｎｄｌｓｈａｌｌｈａｖｅｓｏｍｅｐｅａｃｅｔｈｅｒｅ,forpeacecomesdroppingslow， 
（"TI1eLakelsleoflnnisfree"） 
Yeatsは死んだ後もこの地に埋葬されることを望んだ。墓碑銘もすでに決めて
いた。
ＵｎｄｅｒｂａｒｅＢｅｎＢｕｌｂｅｎ'shead 
lnDrumcliffchurchyardYeatsislaid， 
Ａｎａｎｃｅｓｔｏｒｗａｓｒｅｃｔｏｒｔｈｅｒｅ 
Ｌｏｎｇｙｅａｒｓａｇｏ；achurchstandsnear， 
ＢｙｔｈｅｒｏａｄａｎａｎｃｉｅｎｔＣｒｏｓｓ・
Nomarble,noconventionaIphrase， 
Onlimestonequarriednearthespot 
Ｂｙｈｉｓｃｏｍｍａｎｄｔｈｅｓｅｗｏｒｄｓａｒｅｃｕｔ： 
Cａｓｔａｃｏｌｄｅｙｅ 
Hosei University Repository
1７６ 
Olllifc,()、death、
１１０１.seman,ｐａｓｓｂｙ１ 
（"UIl〔lCrI〕cnIBulbell"）
Yeatsがまだ機が熟していないと思っていた１９１６ｲｌｉ４Ｉ１２４１１のイースター
のl]に突然ダブリンでアイルランドの歴史を揺り動かすzli('|:が起きた。それは
イースターライジング（復nIi祭蜂起）であった。アイルランドの独立を求める
急進的なｆＩ１ｉ命家たちが，折しも第一次世界人戦''１のこと，ドイツ空11(がロンド
ンを攻準するのを好機if1l米と考え，復活祭の日にダブリンの''１火郵便|､)前で独
立宣言をii｣Ｗjした。しかし休附'１派と武力衝突し，参jjllした比衆のうちﾀﾋﾟ行約
500人，双〃のfl侮行約2500人というlnlでlillを洗う悲lHllが光/|{した。蜂起ljlj（
は独lr『:(Ｔｉには1戊功したが一週'''1で英|Ｆ１政府il〔に錘ＩＦされた。そして首謀行
１５人がｌノl後に銃殺)lIlとなった。この事件をﾘ|き金に大きな波紋がliR11l1に広
がり，やがて氏ﾙﾐが~えつに分裂し，独立派と現状維持派の内iIiLに苑歴していっ
た。５ｲli後の1921イ|《１２１１にイギリスとアイルランドの'''１で条約が交わされ'二ｌ
治廠樅をｌｕ１ｌｌすることができた。VVi定政府も作られた。アイルランlJlﾐｲ'1国とし
て|､柵126州がill旧札九の１９４９ｲ|そのことだった。
急進的な１１１１ｔ命家ﾉｰちがYeatsの友人や文判[Ｉ１ＩｌｌｌだったﾉこめYeatsにも嫌疑
がかけられた。しかしイースターライジングの起こる数イドiiiiからＹｅ（'１ｓは政
治述11[i1jに嫌父(がさして独立連動とは一戦を[１ｍしていた。しかし!ｌｉｌｌｌ:後，幻滅し
激怒した1も衆，特に新lhl記荷がLlf件の発端となった関係行探しを始めYeats
やMalldGolllle，アビーliill場の関係者がこの事('|:の|､地を('１;ったとJ|：離し
た。１９１６イド５)１９１１のアイルランド111i方の新IllllheDaiﾉｙＣルリ"ｉｃ化のiiLlI)｢に
よると
ＷｈｅｎＷ．Ｂ・ＹｅａｌｓｃｒｅａｔｅｄｌｈｅｌｒｉｓｈｌｈｅａｔｒｅｉｔｗaswiIhalIalmostulル
ｃａｌｌｎｖｋｌ１ｏｗｌｃｄｇｅｏｆｔｈｃｎｃｅｄｓａｎｄｃａｐａｃｉｔｉｅｓｏＩＩｈｅ］rislLllehavil)ｇ 
ｇｉｖｅｌｌｌｈｃｌｅａ(１，Ｉｒｉｓｈｔｈｅａｔｒｅｓｓｐｒａｎｇｕｐｅｖｅｒｖｗｈｃ1℃…Hasnotthis 
revolll(i(〕lDinsol】ｕｅｓｅｌｌｓｅａｇｅｌ〕esisinthelrishThcalre？Ｗｈｅｒｅｏｌｌｔｏｆ
Ｐａｒｉｓｗ(〕ｕｌｄｙｏｌｌｆilldtheCountessMarkievicz？Ｔｈａｔｋｉｓｓｉｎｇｏｆｔｈｅ
1℃ｖｏ]ｖｅｒｎｏｗｌ〕efol･ｅｓｈｅｈａｎｄｅｄｉｔｕｌ)１Ｔｈｅｉｅｒｍｓｉｎｗｌｌｉｃｈｔｈｅｍａｉｎ
ｌ)ｏｄｖｏ［thcillslll･gentssurrendered,`ｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＰ１･ovisional 
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Goverl〕melut',`IheuI1iIs()（ｔｈｅRepublic(11〕Ｆ()rces',Ｉｈｅｓｏｕｌ〕〔lil〕gtitlcs
ofsuchmcl〕ａｓＰ.｝ＬＰＣ〔ｌｒｓｃａｌｌｄＪａｍｅｓＣ()IlIlolly,ｉｔｉｓａｌＩｏｆｔｈｅｓｔｌｌｆｆｏ［
ｄｒａｍ汁tｈｅｈｅａｄｖｗｉｌ１ｅ（)［ｔｈｅＦｒｅｎｃｈＲｅｖ()lllti()I1illnewbottIes．
(1)avidPierce,ｙ“バリｓⅡ'("1(ん,YaleUniversiWI,rcss,I〕190）
２人は確かにアイルランド文災復興連動やナショナリズムjiliIi！)にＷｉ極(I(]にllU1j
してきたので蠅疑がかけられるのは致し〃ないことだった。アビーlHll場とは
｢アイルランド文裟復911」ｉｉＭ１ｊの発表の場として'１１１蝉111易の4必要性を感じﾌﾟﾆ
YeatsとＧＩ･egory婦人たちが｢|分たちのｌｉＩｌ易をダブリンに('1;I)，そこでアイ
ルランドの}''1話や英雄仏説やフランスの革命}ＭＩＩなどを'２１iiiしていたのであった。
独立jili勅のhTi勁家であるＭ(〕lldGonneがＹｅ【ＩＩＳの長ｲ|《のWjlいを'111き入れ
CathleellIlilloulihan'の1《役として舞台でiiiiじていたllljに観容がjVi命を促す
11'１と錯覚するほどであっﾉﾆ，、P1ayboyoftheWcsIemWorld'がlZiiiiされた
llljはアイルランドのlFllLを脳ﾉ'卜した劇だと怒っ/こljU存が舜台に殺i§11し警察沙汰
になり，Yeatsが釈1ﾘ1のiii(3tをするというrlj('|:(〕起こっていたのである。
イースターライジング､'11ｌイギリスにいたYeatsは)iMjⅡ１１１の心(,lをよそに，
趣1,Jも表|ﾘ'せず二F紙もTII;かず沈黙を保ったままだっﾉﾆ。この１i('|:に対する.lJAい
や犠牲荷への気持ちは||'[接(人えられていない。それは体制'''1のスパイに手紙を
澁まれ誤解されることを恐れたからかもしれないし，まﾉｰイギリス政府がlK1内
でテロ活動やljkliliLが起きることを恐れ情柵lilllIJしたためz１７(ﾉﾄの詳細を把握でき
なかったのかもしれない。（''１はともあれI)｢('|:)'111NｻｲｌＬていたRothcllstaill
家でニュースを知らされたＹｃ〔ＩＩＳはショックのあまり|に|;が1Hに(､lかなくなっ
たそうだ。Ｇ1℃gory婦人やＭｏｌｌｄＧｏｌｍｅからllil1l:の評:Ⅱ1について知らせるＪＨ
紙がIillいたにもかかわらず，ＹＣ〔11ｓは動転し放心状態に陥り気持ちの縦1111がつ
かなかったのかもしれない。
このＷｌ:がYeatsにljえﾉﾆＩｊ杉粋は大きく，２０ｲｌｉ以'２の砿１１が総過しても椎
牲折のことがEIIから離れず，｛,ＩｉｌｒＴｊ責任は[1分にあったのではないかと疑い，’li
i1l勤|:の意識に1Vjまれている。
ＡＩＩｔｈａｔｌｈａｖｅｓａｉ〔ｌ〔】I】〔１（1ｏＩ１ｅ，
ＮｏｗｔｈａｔＩａｍｏｌｄａｌＵ(１ｉⅡ， 
Ｔｕｒｌ】silltoaqllesti〔)ｎｔｉｌｌ
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Ｉｌｉｅａｗａｋｅｌｌｉｇｈｔａｆｔｅｒｎｉｇｈｔ 
Ａｎｄｎｅvergettheanswersright、
Ｄｉｄｔｈａｔｐｌａｙｏ［ｍｉｎｅｓｅｎｄｏｕｔ 
ＣｅｒｔａｉｎｍｅｌｌｔｈｅＥｎｇｌｉshshot？ 
（"Mallan〔ＩｔｈｅＥｃｈｏ"）
Yeatsは犠牲になった友の死を悼み，彼らの夢を夢に終わらせないよう，後
世の人々に伝えるために一宇一句名前をI：１分の詩に刻む約束をするのである。
ＷｅｋｎｏｗＩｈｅｉｒｄ1℃alll；ｅｎｏｕｇｈ 
Ｔｏｋｌ】ｏｗｔｈｅｙｄ1℃ａｍｅｄａｌｌｄａｒｅｄｅａｄ；
Ａｎｄｗｈａｔｉｆｅｘｃｅｓｓｏｆｌｏｖｅ 
Ｂｅｗｉｌｄｃｒｅｄｔｈｅｍｔｉｌｌｔｈｅｖｄｉｅｄ？ 
Ｉｗｒｉｔｃｉｔｏｌｌｔｉｌ〕averse-
MacDollaghalldMacBride 
ＡｎｄＣｏｌｌｎｏｌｌｙａｌｌｄＰｅａｒｓｅ 
Ｎｏｗａｌｌｄｉｌ１ｔｉｍｅｔｏｂｃ， 
（"Easter,1916"） 
Yeatsは詩や散文でイースターライジング事件とその殉教荷述を水速に雌史に
残しただけでなく，犠牲肴の意志を引き継ぎ，アイルランドの|÷1桁樅独得に尽
力し，｜F1会議貝になって国の安定と平和に貢献したのである。
さて１Ｍ:後沈黙していたYeatsの代わりにアメリカイli(1iの父親Ｊｏｈｎが
1916｛'１６）小!［|のQuillll宛ての手紙で事件について次のような見解を述べて
いる。
ＴｈｅＥＩｌｇｌｉｓｈｇｏｖｅｍｍｅｎｔｂｙｃｒｕｅｌｌｙｋｉⅡingthesefifteel】ａｎｄｐｕｔｔｉｎｇ
ｔｌＩｅｉｒｌ１ａｍｃｏｌｌｔｈｅｒｏｌｅｏｆｍａｒｔｙｒｄｏｍａｌｌｄｔｈｅｓｅｌａｄｓｔ１〕emselvesby
theirmadidealityalldｄｅａｔｈｍａｙｏｌ･maymothaveilljllredthecause 
ｏｆｈｏｍｅｒｕｌｅ、Neverthelessthenationaleducatiｏｌ１ｏｆｌ1℃la1〕ｄｗｉｌｌｇｏ
ｏｌｌｍｕｃｈｆａｓｔｅｌ･ａｎｄｍｕｃｈfurther・ＩｎｔｈｅｈｅａｒｔｏｆａＰｒｏｔｅｓｔａｎｔｌ〕eople
a1℃ａｌｗａｙｓｍａｔｅｌ･ialisman〔Ｉｔｈｅｇｒｉｍｒｕｌｅｓｔｈａｔｅｎｆｏｒｃｅｉｔ，Ｉｎｔｈｅｈｅａｒｔ
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ｏｆａＣａｔｈｏｌｉｃｐｃｏｐｌｅｉｓｉｄｅａｌｉｔｙｗｉｔｈｎｏｒｕｌｅｓｅｘｃｅｌ)tthosethatspring 
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JohnはＷ|:の奥深〈に宗教の違い，その教育観の違いが満んでいるととらえ
ている。プロテスタントは物質主義省を生みＩＩＬ，カソリックはHI1想三|{義に燃
え，生命を犠111；にしても美を求める若ﾐ者を生み'1'す。このﾘﾄﾞ(ﾉ|:はそんな''１１想三ｌｉ
義に燃えたｲｌｒ言行が愛国心のために殉教し，命を越えた豊かな美というものを１１ｔ
界に知らしめたのだと解釈している。父親Johllは人ﾉ11ﾐについて些術について
Yeatsに仲人な彩轡を与えた人物である。BalachandraRajanが指摘してい
るように「他人との議論から修辞学が生まれ，自分との対話から詩が111まれる｡」
ことを忠子はこの父から教わったのであった（JosephRonsley;Ｍｙｌﾉｌｑ'1(ノルα/")’
ｉ"/,ishLilC,ＹＪｌｌ(,１０，１).119)。芸術家の父は完璽主義者でありすばらしい論寡であ
る反iiii，ノｌｉｈ[i感覚に欠けていたので，一家は貧乏で不幸なLlihiiを余儀なくされ
た。「父と論じあううちに私は自信を失い，思弁ではなくて，Ｉｑｌ１秘三1{義者の直
接体験を求めるようになった｡」とYeats自身がﾉｌＷｓｉｏ〃で父との葛藤を告
白している。また'''1魁の息子を演じる自分と本当の自分|÷I身の'''１でYeatsが
深刻に悩み仮iiliをつけないと'二１分が出せなくなったことも述べている。
ここでﾘﾄﾞ件発/|ｉから５ケ)]後に沈黙を破って発表された“Easterl916”を
解釈してみたい。“EasIerl916”がYeatsの心を表しているように似えるから
である。この詩には友人の死を悲しみ嘆く一方で革命に参"Ⅱできず羨ましがっ
ている詩人の心が歌われている。彼らの死を無駄にしないために詩の力で復活
させ芸術の[|'でﾉk連に生かそうという詩人の決意が歌われている。彼らの殉死
はアイルランドの臓史の流れを変え，民衆を動かし独立共「llljilへと導いた。つ
まり有限であるJM1が111(限である朧史と交差しその流れを変えさせたのである。
一瞬と水逮が交わり古代からの悲願であった国家の独立が達成され，１１［12の喜
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びがもたらされたのである。愛ｌｉｉｌ心ゆえの殉死が'１１を復活させたのである。そ
のことをYeatsは詩にする聯でl憾史の流れを変え'11の独立に参加したのであ
るｏＹｅａｔｓは「詩と伝統」の''1でhll作の喜びについて次のように定義している。
……iill作の悦びは，愛ＩｉＩｉや憎悪の感情を純枠に保ったように，悲しみをも
純粋にする。悲痛の側とｉｉｉ宮の頑｣1，１Ｍ性の光全な勝利とその壊滅，溢れ
るﾉﾉの乱舞と大l1l1ｲﾆiのような緋iIz，こういった',ｌ１ｊ極を融合する点にこそ裟
術の高貴さが発'11(されるからである。芸術の紅バラは二本の光線が十字形
に交差する点に花|)'１〈，イ１．限と無限，１１$'１１１とﾉＭｉとがｲ１１交わる一点に'１Ｘ〈
のである。
Yeatsは“Easterl916',で悲しみと愛憎の感'11;を純枠に表現し高貴な芸術を
(ill作したのである。芸術の紅バラを咲かせたのである。その結果イースターラ
イジングとその犠牲者に水越の生命を|りくき込んだのである。
詩の内容に移りたい。〃物は流枢する。ｆＩｉきとしｌｌｉけるものは刻一刻と姿を
変える。時の移り変わりとともにすべてのものが変わる。飛ぶ鳥も流れる雲も
|||の流れも絶えず変化している。また亥11一刻を生命あるものは生きているので
ある。
Ｔｈｅｈｏｒｓｅｔｈａｔｃｏｍｅｓ［ｒｏｍｔｈｅｒｏａｄ， 
Ｔｈｅｒｉｄｅｒ,ｔｈｅｂｉｒｄｓＩｈａｔｒａｌｌｇｅ 
Ｆｒｏｍｃｌｏｕｄｔｏｔｕｍｂｌｉｌｌｇｃｌｏｕｄ， 
Ｍｉｎｕｔｅｂｙｍｉｎｕｔｃｔｈｅｙｃｈａｎｇｅ； 
ＡｓｈａｄｏｗｏｆｃｌｏｌＩｄｏｎｔｈｅｓｔ1℃ａｍ 
Ｃｈａｎｇｅｓｍｉｎｕｔｅｂｙｍｉｎｕｔｃ； 
ＭｉｎｕｔｅｂｙｍｉｎｕｌｃＩｈｅｙｌｉｖｅ： 
人'１１１の社会も|両}じこと。人は'二１分の定められた人/|{をllljllllの｢'１でLlﾐきている。
アイルランドの独立を>kめ1t装解決の可能性を情じ；|:会が団結していた１１ｷ代は
恋llill感情が世の'１'を支配していた。しかしIIlil錐が苑逸し生活が楽になり平h1な
Ⅱ$代になった今，愛'１１心はiVjれ喜劇感情が'1ｔの''１を文配している（鈍'紫'11界又
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学人系７１イェーツ「詩と伝統－，Ｐ、111)。そんな喜劇lWj代に詩人も友人たちも
道化服（motley）を着せられ，ドイI1illの郷台（illthecasualcomedy）で役
(role）を減じているにすぎないのである。しかし恐ろしい大事件が起きた。
1916〈１２のイースターの日に詩人の反人述が独立を}りげ革命を起こした。だが
－週間で鎖Ⅱきされ，友人達を含むリーダー１５人が処)rllされてしまった。友人
達とは，詩人仲IMIでありゲール,;/iの学校経悩行のPearse，アビー劇場の(ﾉﾄﾞ優
であるColmolIy，ゲール語の先生であり狩人のMacDonagh，少佐でMoud
Gonneの離婚した犬MacBrideたちだった。彼らは同の独立に命を賭け，犠
ｉｌｌになり殉教してしまったのである。恐ろしいことだが美しい話である。
一連では彼らと詩人とのありふれた|「iIirがｌＩ１ｌｉかれる。－Ｆ１が終わる頃，宗]｛
に｜イギリス風の建物から仕Iliを終え/|{き′|【きした嵐1つきで彼らがやってくる。
詩人とクラブで落ち合い，ｌｌｆｌ１１ｌ話をしたり，政冷,淡炎や文学談義に興じ，冗談
を言い合いながら仲良く過ごすのである。でも彼らは革命を実行した。そして
死しんでしまった。すべてが変わってしまった。すっかり変わってしまった。
恐ろしい美が生まれたのである。
彼らの11ﾐ前の姿が思いだされる。人となりやそれぞれの夢や将来像が詩人の
暖かい思いやりとともに語られる。殉教したということはすなわち人生劇場の
喜膜１１の役を降りﾌﾟﾆにすぎないのである。役らの''１番になって急に変災があり，
殉教者役に変わってしまったのである。恐ろしい笈が生みだされたのである。
二連では万物流転の１１'j量が歌われる。森羅〃象は時とともに移り変わる
(minitebymillitethevchange)。ノＩ(命あるものは刻一刻を生きる（Minite
bvminutetheylive)。夏も冬も一つの１１(1(]だけにとらわれた心は／魅せられ
て石になり／生の流れをかき11『しすようにALIえる（Hcartswithonepurpose
alone/Throughsllmmeral】dwi1ltersceln/Enchalltedloastone/Ｔｏｔｒｏｕ‐
blethelivingstream.)。つまりＩＲＩのillp7:だけを念じ続けると人の心は石に変
わり，［1分たちの生命の流れを妨げることになる。友人を象徴するＴｈｅhorse，
Therider,thebirds-Thelollg-Ieggedmoor-hclls,moor-cocks-は－秒一
抄自分の人生を生きているが心の''１にイi＝恐ろしい炎＝殉教精|(''1をもっている
のである。
二連は二連で述べたテーマをもう一度（い換えた後，本当に犠牲になる必要
があったのか間うている。そして１１(i↑'|;:岡のために}|}来ることは何か目'111自答し
ている。犠牲があまりにも腿すぎると／心がイiになることもありうるのだ
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(Toolongasacrifice/Callmakeastoneoftheheart.)。いったいいつになっ
たら犠牲が足りるのだろうか？それを決めるのは大の役，私たちの役は犠牲
者の名前を－人ずつ'Bk〈ことだ。まるで母親が｛良入る我が子の名を呼ぶように。
それにしてもその死は111(駄なﾀﾋではなかったのか？イギリスは言う１１｢なす!}「
すべてにたいし約束を守るかも知れないのだ。私たちは彼らの夢を知っていた。
十分じゃないかそれで。彼らは夢を見てそのために死んだのだ。過度の愛'１１心
からどうしようもなくなりついに死に至ったのだ。私はそのことを詩にTl;〈の
だ－マクドナとマクブライドとコノリーとピアスのことを，今もこれからも。
緑のアイルランドがあるところ，変わる，すっかり変わるのだ。恐ろしい炎が
うまれたのだ。
Yeatsの心は友人のﾀﾋﾟをｌ１ｌｉみ，業績を讃えながらも稲れ動いている。ll1rI01
尚早の観を拭いきれずそこまでやる必要があったのか疑llllに思っている。他に
刀法はなかったのか。もっと穏やかに話し合うことは''１米なかったのかと。イ
ギリス議会は自治案を認める準備を進めていたのだが大戦のため延期せざるを
得なかっただけなのだと。アイルランド１１１の味刀をするだけでなくイギリスの
立場も理解しようとしている。パイカルチュアルつまりAnglo-Irishの術命な
のかもしれないが，２つのＩＲＩの一刀だけを支持できない心境なのである。だか
ら`terrible'な`beauty'なのである。‘terrible，の代わりに‘wonderful,‘true，
`great'等はふさわしくないのである。対立するものの融合すなわちコンシー
トに芸術の高貴さを求めていたYeatsであるから`恐ろしい，＋‘美'意外は考
えられないのである。人の命が犠牲になるから恐ろしいのであり美しいのであ
る。イギリスの目で見ると恐ろしいことであり，アイルランドの|Ｔｌで見ると美
しいことなのである。Ｙcatsの心は絶えず稲れているのである。
iili服を身にまとい先nliに立って闘い，女ＭＨというI1I1lIlで処刑を免れたCoI1
MarkiewiczはYcatsと炎術学校の同級生であった。彼女が夜に声を張り_[:げ
政胎論争をしている姿よりもさっそうと馬にまたがり狩りをしている姿に詩人
は魅ﾉﾉを感じ，美しいとlln言する。ここにも詩人の心の揺れが感じられる。
Ｔｈａｔｗｏｍａｎ'sdayswerespent 
lnignorantgood-will， 
IIernightsinargulncllt 
Untilｈｅｒｖｏｉｃｃｇｒｅｗｓｈｒｉｌｌ． 
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Ｗｈａｔｖｏｉｃｅｍｏｒｅｓｗｅｅｔｔｈａｎｈｅｒｓ 
Ｗｈｅｎ,youngandbeautiful， 
Sherodetoharriers？ 
（"Easter,1916'，） 
彼女を詠んだ詩“ＩｎｍｅｍｏｒｙｏｆＥｖａＧｏｒＣ－ＧｏｏｔｈａｎｄＣｏｎＭarkievicz”の
Iljで，彼女はユートピアという夢に編されて，ものがわかっていない人々と共
謀して革命を企て，死)111を宣告され，赦免された。許されて良い年月孤独を味
わった。年をとりやせて骨と皮だけになった時，まるで政治のお化けのようだっ
た。と政治かぶれしたＣｏｎを皮肉り非難している。明らかにYeatsがイース
ターライジングの関係者をtheignoralltと呼び，事件のことをAllthefolly
ofafightと表現し理想の独立国家をSomevagueUtopiaと位置ずけている
ことはYeatsの揺れる心の現れであろう。
Ｔｈｅｏｌｄｅｒｉｓｃｏｎｄｅｍｎｅｄｔｏｄｅａｔｈ， 
Pardoned,dragsoutlonelyyears 
Conspiringamongtheignorant、
Ｉｋｎｏｗｎｏｔｗｈａｔｔｈｅｙｏｌｍｇｅｒｄｒｅａｍｓ－ 
ＳomevagueUtopia-andsheseems， 
Ｗｈｅｎwitheredoldandskeleton-gaunt， 
Animageofsuchpolitics． 
ではYeatsはどんな革命を望んだのであろうか？過激な革命よりも穏や
かな平和的な解決法で祖圧Iの自由を得たかったらしい。誰も傷つかずmlも流さ
ない唯一の方法は文学や芸術で人々に訴えていくことである。その芸術でアイ
ルランドの歴史の背後にある陽気で偉大な民族の綴織を後世に残す事である。
アイルランド民族が不liIlの氏族であることを不滅にし，人々の魂を神のそばに
つれていってやるのである。その言葉どうり“Easter１９１６，，の犠牲者たちを
殉教者として復活させ，彼らの名前を永久に不滅にし，アイルランドという国
と民族の存在を世界に広めたのである。「ダブリンTIj立美術館再訪」という詩
のIlJでYeatsは次のように歌う。
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ＡＩ】Ａｂｌ)ｏｌｏｒＡｒｃｈｂｉｓｈｏｐｗｉｔｈａｎｕｐｒａｉｓｅｄｈａlld
BIcssillgIheTric()1ｏｕｒ．‘Ｔｈｉｓｉｓｌｌｏｔ,，［ｓａｙ， 
`Ｔｈｃｄｅａｄｌ1℃Ｉａｎｄｏｆｌｎｙｙｏｕｔｈ,ｂｕｔａｎｌ1℃Ialld 
'1,ｈｅｐｏｅｔｓｈａｖｅｉＩｎａｇｉｎｅｄ,ｔｅｒｒｉｂｌｅａｎｄｇａｙ.， 
Ⅱ 
ＩＩＴを）鱗げて，「三色旗」に祝編をあたえる
代修iii防災か人仙I[。「ここにあるのは」とぼくぱ言う，
｢ぼくのｲfき'］に死滅したアイルランドではない。
,訴人述が想像したすさまじくて陽気なアイルランドだ｡」
VＩ（AllimageolItofSpellseralldthecommolltollgue)． 
johllSylIge,IalldAugustaGregory,ｔｈｏｕｇｈＩ 
ＡＩＩｔｈａｔｗｃｄｉｄ,ａｕｔｈａｔｗｅｓａｉｄｏｒｓａｌｌｇ 
ＭｕｓtcolnefrolI〕colltactwiththesoil,ｆｒｏｍｔｈａｔ
Ｃｏｌ１ｌａｃｔｃｖｅｒｙｌｈｉｎｇＡｎtacus-Iikegrewstrollg・
Ｗｃｌｈ1℃ｅａｌｏＩｌｅｉｎｍｏｄｅｒｎｔｉｍｅｓｈａｄｂｒｏｕｇｈｔ 
ＥｖｅｒｙｔｈｉＩ１ｇｄｏｗｌｌｌｏＩｈａｔｓｏｌｅｔestagaill， 
Dre〔ｌｍｏ［ｔｈｅｌｌｏｂｌｅａｌ１ｄｔｈｅｂｅｇｇａｒ－ｍａｌ〕．
(スペンサーとk俗語からなる心象で言い糞したまで)。
ジョン・シング，ぼく，オーガスク・グレゴリーは貯えた，
われらのなすすべての行為，語り，歌うすべての内`存は
ニヒとの触れ合いにlllざすべきで，その触れ合いにより
刀!'iはアンタイオスとおなｃに力を帯びるのだと。
1M代において，われわれ三人だけがすべてを北におろし
ひたすら，その方法だけによってすべてを吟味しなおし
llt人と乞食の夢に!'<!らしてものをみたのであった。（銘木ﾘﾑ訳）
士に根ざしたこのJﾉﾉ紬を論えるためノーベル徴がYeatsに'１１V｝られた。２０１１紀
のII1t大な詩人Ｔ・Ｓ､Eliotが「イエーツは経験と喜びを1j・えはするが，もっと
人きな雁史的1m甥|'|:をｌｌｉつ時を普いた。｜÷|己の歴史がそのままＩｌｉ化の|腋史とな
り，彼らなくしては決してHI1解できぬ１１寺代の意識を形成した人々の一人であり
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ました｡」と賛畔をのべている。（筑摩'11界文学大系７１エリオットｐ､301）
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